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誤字、脱字、レイアウトも不安なく一挙解決！学院展出品の準備に余裕を！誤字、脱字、レイアウトも不安なく一挙解決！学院展出品の準備に余裕を！

漢字部・賞状部作品下見会　期間限定9月～10月
二宮奇龍学院長
日　時：9月17日（木）、9月29日（火）、10月8日（木）、10月15日（木）
　　　 10時30分～12時30分　13時30分～16時30分
場　所：早稲田教室（東京都新宿区早稲田町5-4）
受講料：1回　税込2,200円

【申込要項】
※一人何回でも申込可能です。（先着順）
※お申し込みは下記あてに日にちと時間をお問い合わせく
　ださい。
※受付後、受付票、振込用紙、地図をお送りいたします。

書道調和体教室（漢字・調和体作品　読める書～基本から作品制作まで）
【申込要項】
※展覧会作品制作、下見も承ります。
※お申込み・ご見学随時受付。
※ご希望の方は下記あてにお問合せください。

加藤大翔副学院長
日　時：毎月　第１水曜日　10時～12時
場　所：早稲田教室(東京都新宿区早稲田町5-4)
受講料：税込11,880円（６カ月全６回）

P1 P8

作
品
募
集
の

ご
案
内

◆◆◆◆作品づくりのサポートをいたします！◆◆◆◆

◆ホームページ◆

肉筆参考
手本を揮毫!

募
集
部
門

展
示
期
間

提
出
期
間

会
　
　
場

漢
字
・
か
な
・
調
和
体
・
篆
刻
・
実
用
書

２
０
２
７
年

１
月
28
日（
木
）〜
２
月
３
日（
水
）

２
０
２
６
年

10
月
13
日（
火
）〜
10
月
23
日（
金
）
必
着

東
京
都
美
術
館（
２
階
３
・
４
展
示
室
）

入
場
無
料

半紙部・実用書部
実物大手本を
ご用意!

下見会の
開催!

詳しくは次ページのご案内をご覧ください

皆
様
の
作
品
を
東
京
都
美
術
館
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
　
ぜ
ひ
力
作
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

  

第
48
回

授賞式の様子

・出品申込書（出品票）は別紙の出品申込書（出品票）をお使いください。
・出品作品一部門につき一枚使用してください。（コピー可）
・出品申込書（出品票）は作品へ糊付けしないでください。

❶ 出品部門に○をつけてください。漢字・かなの、出
品委嘱・無鑑査・一部・二部出品者は、自運・臨書
のいずれかに○をつけてください。

❷ 出品申込書には「郵便番号・住所・電話番号・氏名・
雅号・生年月日・年齢」を、出品票には「氏名・雅
号・年齢」を記入してください。

❸ 作品寸法と数量を記入してください。
　＊篆刻・実用書・半紙作品の方は記入不要です。

❹ 該当箇所に○をつけてください。
❺必要事項を記入してください。
　＊ 漢字・かなの「臨書作品」には原本・原帖のコピー
を、「自運作品」には釈文を添付してください。

　★は事務局欄です。無記入のままでご提出ください。

日本書道学院展出品申込書（出品票）の書き方

作品の送付先・お問合せ
〒162－8717 ※宅配便の場合は〒162-0042
東京都新宿区早稲田町５－４がくぶんビル２階　日本書道学院展覧会係
【電話】03－5273－7615 ※土・日・祝を除く10時～17時
【FAX】03－5273－7644 （24時間）　【Eメール】jimukyoku@gakubun.co.jp（24時間） 

日 本 書 道 学 院 展 出 品 申 込 書 日本書道学院展出品票

本
展
役
員

一
般
公
募

住

　所

氏

　名

作
品
寸
法

表
装
種
別

自 運（題名）
臨 書（原帖名）
 刻（原印刻者）

書き出しの5文字

11 鑑査員
12 出品委嘱
21 無鑑査
31 一部
32 二部
35 半紙部
34 三部（アンダー23）
33 実用書部

※篆刻・実用書を除く，本展役員・一般公募の方は作品寸法をご記入ください

＊篆刻・実用書を除く，本展役員・一般公募の方

＊一般公募二部・三部の方はいずれかに○をつけてください

＊篆刻の方はいずれかに○をつけてください

＊実用書の方

01　貸額         

02　布軸装　　03　紙軸装　　07　パネル

04　篆刻自額　05　篆刻貸額

06　実用書貸額

99　なし
01　全紙1/2継又は半切1/2継2枚  
02　2×8又は聯落1/2継
03　2.6×6又は2×6 04　全紙又は半切2枚
05　聯落 06　半切（半切以下含）

01 漢字 02 かな 03 篆刻 04 実用書 05 調和体
01 漢字（自運･臨書）02 かな（自運･臨書） 03 篆刻 04 実用書 05 調和体
01 漢字（自運･臨書）02 かな（自運･臨書） 03 篆刻 04 実用書 05 調和体
01 漢字（自運･臨書）02 かな（自運･臨書） 03 篆刻 05 調和体
01 漢字（自運･臨書）02 かな（自運･臨書） 05 調和体
01 漢字 02 かな 05 調和体
01 漢字 02 かな 05 調和体
06 一部（師範・準師範） 07 二部（五段～新規）

〒　　　－
市 郡
区

都 道
府 県

TEL　　　　　（　　　　　）  

縦　　　　　　 ㎝　×　横　　　 　  　 ㎝　　　　　　　枚

　　　　額　　　点

＊漢字・かな・調和体のみ
一枚目

二枚目（一枚の方は未記入）

雅

　号

氏

　名

本
展
役
員

一
般
公
募

表
装

最高顧問・顧問・客員・審査員
鑑 査 員（漢・か・篆・実・調）
出品委嘱（漢・か・篆・実・調）
無 鑑 査（漢・か・篆・実・調）
一　　部（漢・か・篆・調）
二　　部（漢 ・ か ・ 調）
半 紙 部（漢 ・ か ・ 調）
三　　部（漢 ・ か ・ 調）
実用書部（一・二）

額　　点 一枚目　　二枚目

一枚目

二枚目

書き出しの 5文字　＊漢字・かな・調和体のみ

審査結果

題名・原帖名・原刻者
自運・臨書・　刻（いずれかに○をしてください）

（
切
り
離
さ
な
い
こ
と
）

貸額　 布軸装　 紙軸装　 パネル
篆刻自額　篆刻貸額　実用書貸額

年

　齢

審査結果
★

受付№
★

雅

　号

生
年
月
日

歳

ふりがな

受付№

★

ふりがな

01 最高顧問・顧問 02 客員 03 審査員

ふりがな ふりがな 西暦 年　　月　　日

歳

（    　　）半紙・半懐紙
縦に限る

※漢字部・かな部出品者は，自運・臨書のいずれか
　に○をつけてください。

●①

●②

●③
●④

●⑤

●①

●②
●④
●⑤

●⑤
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会
　
場

東
京
都
美
術
館
（
２
階
３
・
４
展
示
室
）
入
場
無
料

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
―
36　

０
３
―
３
８
２
３
―
６
９
２
１

会
　
期

２
０
２
7
年
１
月
28
日
～
２
月
３
日　

※
２
月
１
日
休
館
日

入
場
＝
９
時
30
分
～
16
時
30
分　

※
最
終
日
＝
13
時
30
分
ま
で

観
覧
＝
９
時
30
分
～
17
時
30
分　

※
最
終
日
＝
14
時
ま
で

日
　
程

陳
列　
　
　

１
月
27
日
（
水
）

授
賞
式　
　

１
月
29
日
（
金
）
15
時
～
16
時
30
分　

上
位
賞
・
推
薦
・
特
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
作
品
展
上
位
賞

祝
賀
会　
　

１
月
29
日
（
金
）
17
時
～
18
時
30
分

席
上
揮
毫　

１
月
30
日
（
土
）
①
11
時
～
12
時　

②
14
時
～
15
時

三
部
（
ア
ン
ダ
ー
23
）
授
賞
式　

１
月
31
日
（
日
）
11
時
～
12
時

作
品
解
説　

１
月
31
日
（
日
）
14
時
～
15
時

※
祝
賀
会
以
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、
二
階
第
三
展
示
室
に
て
実
施
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

作
品
受
付
期
間

２
０
２
６
年
10
月
13
日
（
火
）
～
10
月
23
日
（
金
）　

必
着

作
品
提
出

漢
字
・
か
な
・
実
用
書
・
調
和
体
は
書
き
上
げ
た
ま
ま
の
未
表
装
、
篆
刻
は
未

表
装
ま
た
は
額
装
に
て
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

「
書
の
光
」
巻
末
の
出
品
票
（
コ
ピ
ー
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品
１

点
に
つ
き
、
１
部
同
封
し
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
昇
格
制
度
に
つ
い
て
は
「
日
本
書
道
学
院
展　

審
査
員
・
鑑
査
員
・
出
品
委
嘱
・  

  

無
鑑
査
昇
格
制
度
に
つ
い
て
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
漢
字
・
か
な
・
調
和
体
に
関
す
る
出
品
規
定
◆

◦
漢
字
・
か
な
の
「
臨
書
作
品
」
に
は
原
本
・
原
帖
の
コ
ピ
ー
を
、「
自
運
作
品
」
に

　

は
釈
文
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
審
査
は
部
門
別
に
行
い
ま
す
。

◦
特
殊
な
表
装
が
必
要
な
場
合
、
別
途
仕
立
て
料
が
発
生
し
ま
す
。

◦
作
品
に
書
き
込
む
罫
線
は
油
性
ペ
ン
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
画
仙
紙
を
継
ぐ
の
り
は″
や
ま
と
の
り
〟
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
一
部
～
二
部
は
作
品
寸
法
に
よ
る
区
分
け
で
す
。「
書
の
光
」
誌
の
取
得
段
級
位
と

　

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
三
部
（
ア
ン
ダ
ー
23
）
は
、
出
品
締
切
日
に
満
23
歳
以
下
の
方
が
出
品
で
き
ま
す
。

◆
調
和
体
に
関
す
る
出
品
規
定
◆

◦「
読
め
て
親
し
め
る
書
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
素
材
と
な
る
文
字
は
、
楷
書
、
行
書
、

　

平
仮
名
、
片
仮
名
な
ど
を
主
と
し
、
判
読
が
難
し
い
草
仮
名
、
篆
書
、
草
書
な
ど
は

　

な
る
べ
く
用
い
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

読
め
る
書
を
心
が
け
、
長
い
連
綿
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

◦
作
品
提
出
後
の
出
品
取
り
下
げ
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

◦
不
可
抗
力
に
よ
る
作
品
の
破
損
は
、
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

◦
応
募
作
品
の
著
作
権
は
作
者
（
出
品
者
）
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

　

展
示
及
び
作
品
集
、
広
報
宣
伝
の
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

◇
著
し
く
体
裁
を
損
ね
る
作
品
は
展
示
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
希
望
者
に
肉
筆
参
考

　

手
本
を
有
料
で
斡
旋
し
ま
す
。
題
材
に
迷
わ
れ
る
方
、は
じ
め
て
の
方
は
７
項
の
「
作

　

品
制
作
の
ご
案
内
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
著
作
権
、
版
権
に
抵
触
し
な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
抵
触
し
た
場
合
の
損
害
賠

償
等
は
出
品
者
が
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

※
著
作
権
の
原
則
的
保
護
期
間
は
、
著
作
者
が
著
作
物
を
創
造
し
た
時
点
か
ら
、
死
後
70
年
ま
で
。

思
想
や
感
情
が
創
造
的
に
表
現
さ
れ
て
い
れ
ば
、
新
聞
署
名
コ
ラ
ム
記
事
も
著
作
物
扱
い
と
な
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
日
本
書
道
学
院　

事
務
局

電　

話　

０
３
―
５
２
７
３
―
７
６
１
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
―
５
２
７
３
―
７
６
４
４

メ
ー
ル　

jim
ukyoku

＠gakubun.co.jp

第
48
回

出
品
点
数

漢
字
・
か
な
・
篆
刻
・
実
用
書
・
調
和
体
・
半
紙
そ
れ
ぞ
れ
に
、
各
１
点
ず
つ

出
品
で
き
ま
す
。

団
体
出
品

支
部
ま
た
は
団
体
に
よ
る
団
体
出
品
は
出
品
作
品
１
点
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

団
体
出
品
を
す
る
場
合
は
「
団
体
出
品
目
録
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
取

り
ま
と
め
た
作
品
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
未
提
出
の
場
合
は
個
人
出
品
扱
い

と
な
り
ま
す
。
支
部
登
録
者
並
び
に
団
体
代
表
者
の
方
は
「
団
体
出
品
規
定
」

を
展
覧
会
係
宛
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

作
品
送
付
先

〒
162
―
8717
（
宅
配
便
の
場
合
は
〒
162
―
0042
）

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
町
５
―
４　

日
本
書
道
学
院
展
覧
会
係

結
果
発
表

２
０
２
６
年
11
月
末
～
12
月
初
旬
に
結
果
通
知
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

合
わ
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
表
い
た
し
ま
す
。

表
　
彰

特
選
以
上
の
賞
を
受
賞
し
た
方
は
、
授
賞
式
で
表
彰
い
た
し
ま
す
。

三※

部
入
選
、
三※

部
秀
作
、
優※

秀
会
員
賞
は
授
賞
式
で
の
受
賞
対
象
と
な
り
ま
す
。

授
賞
式
参
加
お
申
し
込
み
方
法
は
、
結
果
通
知
と
と
も
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

※
優
秀
会
員
賞
＝
４
部
門
以
上
出
品
の
方
。
※
三
部
＝
23
歳
以
下
の
部
門
。

支
払
方
法

出
品
料
・
表
装
料
は
、
全
部
門
の
鑑
別
審
査
終
了
後
２
０
２
６
年
11
月
末
～
12

月
初
旬
に
、
審
査
結
果
通
知
と
と
も
に
、
団
体
代
表
者
の
方
ま
た
は
個
人
出
品

者
の
方
へ
請
求
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
支
部
登
録
の
あ
る
団
体
代
表
者
の

方
、
並
び
に
個
人
出
品
の
方
は
、
12
月
８
日
（
火
）
発
行
予
定
の
取
引
明
細
書

に
て
ご
精
算
く
だ
さ
い
。

作
品
返
却

作
品
は
、
所
定
の
展
示
終
了
後
の
２
～
３
月
に
お
い
て
、
部
門
ご
と
に
順
次
本

院
指
定
表
具
店
を
通
し
て
返
却
し
ま
す
。

1.	 漢字・かな・調和体・篆刻・実用書の５部門にわけ、部門ごとに以下の通り点数を累計します。
2.	 累計点数が15点に達した方は、その部門の無鑑査に昇格します。
3.	 無鑑査で特別賞を１回または準特別賞を２回受賞した方は、その部門の出品委嘱に昇格します。
4.	 出品委嘱で奨励賞を３回受賞すると準大賞１回に相当し、準大賞受賞者は、その部門の鑑査
員に昇格します。

5.	 鑑査員で大賞を受賞した方は、審査会員に昇格します。
＊　漢字第一部・かな第一部・調和体第一部・篆刻部・実用書第一部
　　推薦＝15点／特選＝６点／秀作＝２点／師範＝２点
＊　漢字第二部・漢字第三部・かな第二部・かな第三部・調和体第二部・調和体第三部
　　推薦＝６点（特に優れた作品の場合のみ）／特選＝３点／秀作＝１点／師範＝２点
＊　半紙部・実用書第二部
　　推薦＝３点（特に優れた作品の場合のみ）／特選＝２点／秀作＝１点／師範＝２点（半紙部）
　　※師範２点の加算は、書の光誌師範位取得部門にて１回に限ります。

漢字・調和体それぞれの一部・二部・三部と半紙部の同時出品は可能ですが、点数の加算はいず
れかの得点の高い賞が優先されます。（例：漢字一部と漢字半紙部へ出品し、漢字一部で特選を
受賞し漢字半紙部でも特選を受賞した場合、点数は６点加算されます。）
鑑査員・出品委嘱・無鑑査の方も、半紙部との同時出品はできますが点数は加算されません。

日本書道学院展　審査員・鑑査員・出品委嘱・無鑑査昇格制度について

P3 P2
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第
48
回
　
日
本
書
道
学
院
展
役
員
　�

日
本
書
道
学
院

◇
最
高
顧
問
　
王
　
　
偉
平
先
生
　
　
髙
木
　
聖
雨
先
生

◇
顧
　
問
　
𠮷
田
　
東
霞
先
生
　
　
和
中
　
簡
堂
先
生

◇
客
　
員
　
大
川
　
黄
之
先
生
　
　
河
西
　
樸
堂
先
生
　
　
鈴
木
　
立
齋
先
生
　
　
露
㟢
　
玄
峯
先
生
　
　
原
田
　
幹
久
先
生
　
　
横
田
　
閑
雲
先
生

◇
審
査
長
　
二
宮
　
奇
龍

◇
審
査
員
　

　
漢
字
部
　
客
員
審
査
員
　
大
川
　
黄
之
先
生
　
露
㟢
　
玄
峯
先
生
　
原
田
　
幹
久
先
生
　
横
田
　
閑
雲
先
生

　
明
石
　
葉
舟
　
阿
部
　
花
谿
　
池
田
　
素
雪
　
市
川
　
潮
風
　
岩
瀬
　
洞
龍
　
岩
脇
　
佐
雅
　
上
野
　
秀
鶴
　
内
田
　
雅
夕
　
小
山
内
遊
月
　
甲
斐
　
妙
光
　
鹿
倉
　
碩
齋

　
加
藤
　
大
翔
　
神
納
　
耕
石
　
神
山
　
玄
庵
　
川
口
　
華
苑
　
菊
池
　
智
泉
　
郷
原
　
如
雪
　
後
藤
　
溪
華
　
佐
々
木
映
水
　
佐
藤
　
芳
霞
　
四
季
　
茜
歩
　
柴
田
　
規
峯

　
島
田
　
静
苑
　
島
村
　
雅
春
　
新
宮
　
優
香
　
鈴
木
　
寄

　
鷹
取
　
峰
雲
　
竹
野
　
緑
苑
　
津
久
井
朴
葉
　
辻
野
　
鄙
罌
　
綱
木
　
青
陵
　
登
丸
　
永
雅
　
都
丸
　
祥
雪

　
富
田
　
青
鳳
　
豊
田
　
霞
月
　
鳥
海
　
木
舟
　
中
川
　
鳳
雪
　
中
野
　
鶯
雲
　
中
村
　
大
郁
　
鍋
谷
　
紀
元
　
仁
上
　
小
葉
　
二
宮
　
少
蓉
　
二
宮
　
白
蓉
　
野
津
　
秀
園

　
羽
入
田
豊
泉
　
馬
場
　
鷺
雪
　
原
田
　
古
瑤
　
平
野
　
清
華
　
福
田
　
溪
泉
　
増
子
　
哲
舟
　
松
本
　
霞
穂
　
丸
若
　
敬
葉
　
萬
澤
　
遊
華
　
宮
原
　
照
峰
　
守
谷
　
泱
雪

　
柳
田
　
董
葉
　
力
武
　
秋
雲

　
か
な
部
　�

赤
川
　
景
舟
　
東
　
　
谿
峰
　
井
上
　
景
玄
　
井
上
　
虹
雨
　
上
田
　
輝
芳
　
遠
藤
　
玉
流
　
岡
林
　
映
煌
　
皆
谷
　
芳
穂
　
河
野
　
真
流
　
倉
本
　
景
雨
　
黒
須
　
泉
翠

近
藤
　
俊
流
　
阪
本
　
青
悠
　
志
田
　
桂
苑
　
薄
田
　
玲
泉
　
住
友
　
春
陽
　
背
川
　
景
玲
　
髙
橋
　
華
月
　
髙
橋
　
芳
琴
　
竹
平
　
華
泉
　
田
中
　
翠
葉
　
土
屋
　
祥
琴

手
島
　
景
扇
　
德
永
　
真
映
　
豊
岡
真
由
美
　
中
一
　
泉
流
　
仁
井
　
和
美
　
野
木
　
秀
華
　
野
田
　
央
子
　
枦
元
　
華
園
　
林
　
　
恵
香
　
一
ツ
松
真
弓
　
廣
瀬
　
華恵
花

松
﨑
　
由
依
　
松
本
　
景
芳
　
三
浦
　
映
泉
　
三
谷
　
九
霞
　
宮
守
　
崇
流
　
森
　
　
光
翔
　
山
下
　
映
翠
　
山
下
　
静
雨
　
山
本
　
景
琴
　
吉
村
　
静
萩

　
篆
刻
部
　
客
員
審
査
員
　
河
西
　
樸
堂
先
生
　
鈴
木
　
立
齋
先
生

　
　
　
　
　
紀
藤
　
捷
庵
　
倉
本
　
拓
齋
　
小
坂
　
克
子
　
髙
野
　
芳
月
　
瀧
井
　
光
邨
　
谷
崎
　
桃
薫
　
辻
　
　
成
軒
　
中
西
　
　
哲
　
野
中
　
穎
僊
　
韓
　
　
孝
伯
　
平
尾
　
菽
風

　
　
　
　
　
前
川
　
峰
雲
　
山
口
　
蓉
舫
　
渡
邉
　
星
舫

　
実
用
書
部
　�

雨
海
　
葉
鳳
　
内
田
　
雅
鳳
　
小
原
　
楽
壺
　
菅
　
　
碧
葉
　
阪
本
　
青
悠
　
佐
々
木
映
水
　
四
季
　
茜
歩
　
白
根
　
雪
華
　
鈴
木
　
寄
寉
　
鈴
木
　
珠
鳳
　
高
橋
　
清
香

西
元
　
祥
蘭
　
配
島
　
蒼
雪
　
藤
井
　
琇
庵
　
村
石
　
翠
玉
　
芳
野
　
光
琳

　
調
和
体
部
　�

市
川
　
潮
風
　
橘
川
　
松
喬

◇
鑑
査
員

　
漢
字
部
　�

青
木
　
渓
葉
　
市
川
　
萌
有
　
大
西
　
泉
峰
　
菊
池
　
西
華
　
木
野
内
無
淡
　
島
田
　
知
楓
　
髙
橋
　
幽
齋
　
谷
口
　
海
琳
　
中
尾
　
夏
翠
　
平
山
　
桃
菴
　
福
原
　
翠
波

三
谷
　
竹
葉
　
宮
武
　
楓
香
　
村
石
　
翠
玉
　
盛
山
　
南
軒

　
か
な
部
　�

井
内
　
晃
流
　
葛
目
　
煌
泉
　
恒
石
　
香
凰
　
東
條
　
輝
水
　
鳥
嶋
　
翔
陽
　
西
川
　
香
園
　
溝
渕
久
美
子
　
宗
竹
　
洋
子
　
森
田
　
瑛
香
　
米
沢
　
祥
雨

　
篆
刻
部
　
泉
　
　
秀
蘭
　
太
田
　
朴
仙
　
落
合
　
勝
之
　
齋
藤
　
京
子
　
齋
藤
　
瑠
鳳
　
佐
野
　
守
拙
　
西
山
　
鐵
廬
　
萩
原
　
大
絃
　
若
山
　
升
庵

　
実
用
書
部
　�

石
塚
　
天

　
市
川
　
恭
子
　
伊
能
　
麗
水
　
神
納
　
耕
石
　
川
鍋
　
燦
旻
　
鬼
頭
　
瞳
翠
　
銀
河
　
一
壺
　
黒
川
　
菫
程
　
瀬
川
　
千
都
　
曽
利
　
峰
元
　
野
口
　
彩
霞

野
中
　
康
史
　
葉
山
　
松
葉
　
平
野
　
蘊
底
　
山
本
　
京
子
　
横
須
賀
畦
草
　
渡
部
　
葵
水

　
調
和
体
部
　
葛
西
　
樂
川

◇
出
品
委
嘱

　
漢
字
部
　�

相
磯
　
紫
蘭
　
青
木
　
紅
葉
　
浅
井
　
黄
舟
　
安
室
　
華
水
　
池
田
　
雄
邨
　
石
川
　
子
游
　
石
坂
　
桃
翠
　
伊
藤
　
由
望
　
伊
藤
　
景
山
　
井
比
　
白
桐
　
伊
与
田
翠
雲

上
山
　
純
香
　
鵜
飼
　
静
水
　
瓜
生
　
筑
峯
　
江
尻
　
敬
亭
　
大
西
　
朝
霞
　
大
野
　
秋
陽
　
大
森
　
斎
白
　
岡
　
　
燦
翠
　
螺
澤
　
永
峰
　
柿
野
　
秀
佳
　
梶
田
　
秀
梓

片
岡
　
禮
青
　
神
納
　
路
草
　
菅
野
　
白
峰
　
橘
川
　
松
喬
　
清
原
　
涌
泉
　
銀
河
　
一
壺
　
倉
持
　
歩
月
　
小
城
　
爽
風
　
小
松
原
青
霞
　
小
室
　
寥
華
　
五
月
女
華
径

坂
口
　
散
絮
　
沙
樹
　
青
漣
　
櫻
井
　
江
嶺
　
佐
藤
　
紅
瓊
　
佐
藤
　
江
陽
　
重
野
　
松
葉
　
庄
司
　
溪
翠
　
白
根
　
雪
華
　
菅
野
　
鷗
渚
　
杉
㟢
　
雅
楓
　
杉
野
　
清
華

鈴
木
　
玲
翠
　
妹
尾
　
蒼
葉
　
高
口
　
恭
静
　
高
橋
　
耕
峰
　
高
橋
　
翠
舟
　
髙
橋
　
妙
理
　
高
橋
　
蘭
芷
　
高
谷
　
爽
風
　
瀧
森
　
翠
香
　
武
重
　
翠
溪
　
巽
　
　
紫
龍

千
葉
　
碧
水
　
都
築
　
龍
山
　
中
野
　
麗
翠
　
長
野
　
花
泉
　
仲
山
　
秀
泉
　
中
山
　
翠
明
　
成
瀬
　
律
子
　
西
川
　
香
園
　
西
坂
　
青
岳
　
野
田
　
優
香
　
配
島
　
蒼
雪

浜
田
　
南
堂
　
葉
山
　
松
葉
　
半
田
　
翠
苑
　
檜
垣
　
総
葉
　
日
野
　
翔
鶴
　
平
口
　
岱
松
　
府
川
　
富
水
　
藤
井
　
光
砂
　
藤
井
　
琇
庵
　
藤
原
　
赫
情
　
藤
原
　
芳
園

伏
見
　
頂
松
　
堀
井
　
夕
虹
　
堀
川
　
珠
芳
　
堀
場
　
舟
華
　
堀
場
　
莫
舟
　
増
田
　
景
光
　
真
船
　
紅
霞
　
嶺
脇
　
霞
渓
　
宮
城
島
清
風
　
三
好
　
彩
舟
　
柳
谷
　
玄
海

山
﨑
　
春
鶯
　
鑓
　
　
霽
川
　
横
須
賀
畦
草
　
若
月
　
吟
雪

　
か
な
部
　�

梅
山
　
眞
澄
　
岡
上
　
祥
恵
　
鬼
丸
　
柏
庭
　
鯉
渕
　
輝
川
　
佐
野
　
恵
月
　
谷
本
　
浩
子
　
辻
本
　
扇
秀
　
野
上
　
真
秀
　
濱
口
　
貴
流
　
福
島
　
翠
泉
　
益
田
　
光
舟

宮
㟢
　
暉
泉
　
宮
地
め
ぐ
り
　
村
上
　
芳
春
　
吉
田
　
虹
祥

　
篆
刻
部
　
伊
藤
　
煌
容
　
尾
崎
　
昌
珠
　
木
村
　
露
井
　
久
保
　
伯
甫
　
小
林
　
成
仁
　
近
藤
　
雲
洋
　
塩
田
　
暁
山
　
林
　
　
立
之

　
実
用
書
部
　�

青
木
　
紅
葉
　
浅
古
　
有
慧
　
浅
見
　
春
雪
　
市
川
　
潮
風
　
伊
藤
　
聖
翠
　
宇
佐
美
欣
楓
　
久
保
田
希
与
子
　
栗
栖
　
紫
冥
　
信
濃
　
翠
岑
　
瀬
戸
　
心
美
　
高
橋
　
春
舫

高
橋
　
蘭
芷
　
束
田
　
央
絵
　
徳
武
　
淳
景
　
中
川
小
百
合
　
永
野
公
美
子
　
服
部
　
妃
春
　
林
　
　
惠
風
　
伏
見
　
頂
松
　
藤
原
　
芳
園
　
前
田
　
瑞
桐
　
的
場
　
瑛
泉

萬
屋
　
翠
嵐
　
水
野
　
博
文
　
山
田
千
可
子
　
渡
邉
　
佳
園

　
調
和
体
部
　�

荒
川
　
京
華
　
伏
見
　
頂
松
　
堀
井
　
夕
虹

◇
無
鑑
査

　
漢
字
部
　�

赤
池
　
鑑
齋
　
我
妻
　
紅
蕉
　
秋
山
　
祥
玉
　
朝
妻
　
澄
香
　
池
内
　
英
明
　
一
色
　
華
蓮
　
井
出
　
杏
春
　
伊
藤
　
聖
翠
　
伊
能
　
麗
水
　
井
上
　
彤
谿
　
今
井
　
桃
紅

今
井
　
美
和
　
今
川
　
秀
鳳
　
入
江
　
華
蓉
　
巖
　
　
鳳
玲
　
岩
猿
　
鴻
風
　
上
田
　
佳
紅
　
氏
原
　
傍
華
　
内
田
　
霽
海
　
江
藤
　
詢
泉
　
江
崎
　
玄
雲
　
遠
藤
　
蓉
雪

大
木
　
紅
楓
　
岡
　
　
　
淳
　
岡
田
　
荷
香
　
小
河
原
昂
岳
　
小
倉
　
修
竹
　
小
野
　
紅
蘭
　
小
野
寺
苳
月
　
小
原
　
楽
壺
　
加
賀
　
香
苑
　
嘉
藤
　
桂
泉
　
加
藤
　
圭
扇

加
藤
　
鳧
鐘
　
金
谷
　
清
穂
　
神
長
　
祥
苑
　
川
岸
　
翠
巒
　
河
野
　
星
葉
　
菊
地
　
秀
陽
　
木
島
　
羨
舟
　
北
島
　
華
舟
　
鬼
頭
　
瞳
翠
　
木
村
　
霞
葉
　
黒
川
　
菫
程

見
目
　
翠
石
　
小
鍛
治
乃
燁
　
米
田
　
恵
扇
　
近
　
　
遠
遊
　
近
藤
　
青
嶺
　
齋
藤
　
紅
蘭
　
阪
本
　
杏
香
　
笹
本
　
公
月
　
佐
藤
　
珠
光
　
佐
藤
　
青
透
　
沢
野
　
凜
里

椎
谷
　
水
葩
　
柴
山
　
黄
鶴
　
下
川
　
蒼
泉
　
下
西
園
霞
翠
　
颸
　
　
枝
雨
　
鈴
木
　
紫
苑
　
鈴
木
　
美
泉
　
瀬
能
　
香
翠
　
高
尾
　
泉
石
　
高
木
　
訪
水
　
高
橋
　
翠
渓

高
橋
　
青
龍
　
高
橋
　
南
舟
　
田
鎖
　
香
摂
　
宅
見
　
靜
山
　
田
中
　
逈
路
　
田
中
　
古
勁
　
田
中
　
白
雲
　
土
岐
　
杏
華
　
徳
永
　
松
遊
　
中
瀬
古
華
州
　
中
本
　
緒
風

名
川
　
寛
洞
　
西
田
　
秋
月
　
西
元
　
祥
蘭
　
野
村
　
紫
水
　
橋
本
　
香
華
　
花
村
　
円
華
　
原
田
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瑤
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岡
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岸
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矢
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秋
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玉
　
秋
元
　
聡
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和
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池
田
美
代
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井
上
　
景
花
　
江
藤
　
詢
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江
本
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芳
　
遠
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恵
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大
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田
　
秋
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大
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大
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紀
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本
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村
　
友
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恵
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藤
　
光
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藤
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香
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本
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翔
　
須
本
　
恵
子
　
峠
田
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泉
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流
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中
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田
苗
　
　
恵
　
田
中
　
光
雨
　
登
丸
　
永
雅
　
豊
田
　
真
陽
　
中
富
　
丹
霞

西
川
　
映
秀
　
野
上
　
香
泉
　
日
高
　
秀
泉
　
廣
瀬
　
寿
賀
　
福
島
理
惠
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福
村
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流
　
福
与
　
逸
代
　
宝
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寺
雅
泉
　
堀
越
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口
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水
口
　
琇
流
　
村
上
　
恵
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村
山
　
藍
玉
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翠
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山
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延
　
星
雨

　
篆
刻
部
　�

芦
澤
　
碩
蹈
　
飯
島
　
如
雲
　
飯
田
　
雙
苑
　
石
橋
　
岱
翠
　
上
田
　
楠
瑞
　
遠
藤
　
珠
玉
　
大
場
　
朗
亭
　
北
野
　
公
子
　
黒
山
　
功
甫
　
越
水
　
歩
葉
　
小
林
　
木
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上
　
耿
甫
　
鈴
木
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嶋
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濱
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仁
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森
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書
部
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秋
山
　
蓉
峰
　
朝
倉
　
美
津
　
安
達
　
雪
蘭
　
雨
海
　
富
夫
　
飯
田
　
適
風
　
五
十
嵐
文
二
　
池
田
　
萬
卿
　
池
田
　
雄
邨
　
板
橋
　
久
光
　
猪
木
原
太
寧
　
井
原
　
娟
祥

上
野
　
緑
陰
　
内
山
　
滴
翠
　
大
西
　
朝
霞
　
大
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荻
山
　
望
岫
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鎌
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代
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藤
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榮
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玲
峰

島
田
　
沙
聲
　
白
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逸
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進
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竹
葉
　
杉
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流
　
鈴
木
　
姫
草
　
高
木
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華
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墻
宇
　
高
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翠
篤
　
田
鎖
　
香
摂
　
伊
達
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月
　
田
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白
雲
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江
石
　
綱
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井
　
桃
華
　
土
肥
　
紘
舟
　
登
丸
　
永
雅
　
中
島
　
香

　
中
田
　
治
美
　
奈
倉
　
聖
峰
　
西
岡
　
杏
峰
　
根
本
　
紫
泉
　
荻
山
　
望
岫

波
多
野
流
優
　
原
田
　
喜
舟
　
原
田
　
笠
風
　
春
山
　
華恵
水
　
檜
垣
　
松
閣
　
平
井
　
龍
溪
　
平
野
　
榮
志
　
藤
本
ゆ
り
子
　
本
田
　
嶽
雲
　
前
田
　
翠
阿
　
松
山
　
春
星

三
浦
　
允
恭
　
水
野
　
抱
泉
　
溝
端
　
桂
月
　
宮
嶋
　
義
雄
　
三
輪
　
鷺
洲
　
村
上
　
青
蘭
　
本
吉
　
勇
山
　
森
　
　
寿
子
　
森
田
　
吉
昭
　
柳
生
　
江
樹
　
安
田
　
　
渉

山
口
　
香
蹊
　
山
口
　
南
洲
　
山
下
　
玲
永
　
山
田
　
慶
伯
　
山
脇
　
揺
花
　
横
井
　
瑩
舟
　
横
山
　
清
流
　
米
山
三
千
代
　
吉
井
　
慶
仙
　
吉
見
　
秋
浦
　
渡
辺
　
静
香

　
調
和
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下
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蒼
泉
　
谷
口
　
翠
光
　
中
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飛
泉
　
長
野
　
花
泉
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商品番号 用紙寸法 手本料 送料 商品番号 用紙寸法 手本料 送料
39-691 全紙１／２継１枚または半切１／２継２枚 19,800 円

無料
39-695 聯落　１枚 8,250 円 660 円

39-692 ２×８または聯落１／２継　１枚 16,500 円 33-971 半切　１枚 5,500 円 440 円
39-693 ２．６×６または２×６　１枚 13,200 円 33-972 半紙または半懐紙　１枚 2,200 円 440 円
39-694 全紙１枚または半切２枚 10,000 円 660 円

◆肉筆参考手本（漢字・かな・調和体／文をご指定の場合は字数制限がございます。ご相談ください。）

手本揮毫者
　漢　字
二宮奇龍先生	 加藤大翔先生	 明石葉舟先生	 鹿倉碩齋先生
島村雅春先生	 仁上小葉先生	 二宮少蓉先生

　か　な
河野真流先生	 薄田玲泉先生	 枦元華園先生	 三浦映泉先生	 三谷九霞先生	

　調和体（調和体の参考手本は下記の先生以外も受け付けております。文章はご自身でお選びください。）
加藤大翔先生	 明石葉舟先生

◆半紙手本・実用書部実物大参考手本（無料・送料当方負担）
　漢字4体・かな・調和体の半紙手本や、実用書部の実物大参考手本をそれぞれセットにして無
　料で頒布いたします。

◆申込方法
住所、氏名、電話番号を明記の上、ハガキ・ＦＡＸ・電話・メールのいずれかでお申込みくだ
さい。肉筆参考手本をご希望の方は、ご希望の先生、漢字（隷書・楷書・行書・草書）・かな・
調和体の種別をお選びください。（申込先下記を参照）

作品制作をお手伝いします!!

※２枚以上送料660円、合計11,000円以上送料無料

■出品用紙【漢字・調和体】◎＝滲み多い　〇＝滲みあり　△＝滲み少しあり
サイズ 品名 滲み 枚数 商品番号 価格（税込） 特長

２×８ 香山 53 × 234cm 〇 50 39-332 11,550 滲みとかすれが出やすい。
半切 書藝箋 △ 100 33-068 9,240 滲み少なく運筆がゆっくりの方も安心。
半切 玄武箋 〇 100 30-068 7,920 色白で滲みよく墨色が映える。
半紙 白雪 〇 500 39-333 4,400 筆のすべり良く、墨の入りも良好。

■出品用紙【かな用】
サイズ 品名 枚数 商品番号 価格（税込） 特長

色半切 夕凪　切箔入金砂子 10 33-364 2,420 金銀をちりばめた色半切。※下記より色をお選びください。
半懐紙 半懐紙 こころ (50 枚） 50 39-398 3,300 5 色楮紙・金銀砂子柄入。少し荒面でカスレが出しやすい。
半紙 ほまれ 50 39-145 2,310 5 色ボカシ・金銀砂子入。肌理の細かい紙。
※「色半切 夕凪」は（①若草②ベージュ③水色④渋茶⑤グレー⑥梅茶⑦オレンジ⑧あかね）から色をお選びください。	
※指定ない場合は「色おまかせ」にて承ります。※一覧にない商品はお問い合わせください。

■出品用紙【実用書（賞状）用】
サイズ 品名 枚数 商品番号 価格 特長

Ａ３判 実物賞状用紙Ａ３縦書き 20 33-932 1,770 実用書部指定用紙

第48回

日本書道学院通販部　電話、FAX、Eメールでお申し込みください。
〒162-8717　東京都新宿区早稲田町5-4　【電　話】03-5273-7615（土日祝を除く10時～17時）
【ＦＡＸ】03-5273-7644　【Eメール】jimukyoku@gakubun.co.jp（受付24時間）
●送料一律660円、お買上合計金額11,000円以上送料無料

申　込　先

◆出品規定◆ 　
部門 作品寸法 出品料 表装・表装料 返送梱包送料

１作品につき 褒賞

審査員

漢字
下記Ａ～Ｆ、大作のいずれか
(２つ１対可)

24,200円
※大作
33,000円

貸額
(表装料下記) 1,000円

石川芳雲賞

かな

調和体

篆刻 額寸法 縦39cm横30cmを目安とする 24,200円 自額 貸額　5,500円 650円
実用書 本部指定Ａ３判賞状用紙 11,000円 貸額

鑑査員
出品委嘱
無鑑査

漢字
下記Ａ～Ｆのいずれか
(２つ１対可)

15,700円
※対作品
27,800円

貸額
(表装料下記) 1,000円 大賞

準大賞
奨励賞
特別賞
準特別賞

かな

調和体

篆刻 額寸法 縦39cm横30cmを目安とする
8,000円

自額 貸額　5,500円 650円
実用書 本部指定Ａ３判賞状用紙 貸額

一部

漢字
下記Ａ～Eのいずれか
(２つ１対不可) 15,700円 貸額

(表装料下記) 1,000円

推薦
特選
秀作
入選

かな

調和体

篆刻 額寸法 縦39cm横30cmを目安とする 6,500円 自額 貸額　5,500円 650円

二部

漢字(自運・臨書)

半切(縦) 12,100円
布軸装 13,640円
紙軸装 6,930円
※いずれかを選択

1,000円

かな(自運・臨書)

調和体

半紙部

漢字 半紙（縦）

※希望者に
半紙参考手
本を無料で
頒布

4,800円 パネル表装
2,000円かな 半紙（縦）・半懐紙（縦）

調和体 半紙（縦）

三部
アンダー

23

※23歳以下の
部門

漢字 半切(縦)・半紙

4,800円

半切(縦)
半懐紙・半紙
布軸装 9,680円
紙軸装 5,280円

半紙(縦)・半懐紙(縦)
パネル表装2,000円
※いずれかを選択

かな 半切(縦)・半懐紙・半紙

調和体 半切(縦)・半紙

実用書部

１部
（師範・準師範）

本部指定Ａ３判
賞状用紙

※段級位は「書の光」2026年10月号
　賞状部に準ずる
※希望者に参考手本を無料で頒布

6,500円 貸額 650円
２部

（五段〜新規）

※４部門以上出品の方は返送梱包送料無料・優秀会員賞の受賞対象になります。
※表示価格はすべて税込となります。

◆貸額作品寸法◆ ※大作表装料金は、別途ご案内参照。

種別 作品サイズ 形式 表装料

A 全紙1/2継：横70cm×縦200cm
又は 半切1/2継2枚：横35cm×縦200cm×２枚 縦に限る 20,350円

B 2×8：横53～57cm×縦225～239cm
又は　聯落1/2継：横53cm×縦200cm 縦に限る 19,800円

C 2.6×6：横70～73cm×縦175～178cm
又は　2×6：横53～57cm×175～178cm 縦横自由 19,800円

D 全紙：横70cm×縦135cm
又は　半切2枚：横35cm×縦135cm×2枚 縦横自由 19,250円

E 聯落：横53cm×縦135cm 縦横自由 18,700円

F 半切：横35cm×縦135cm 縦横自由 13,000円

（　　）

商品番号：33-932
20枚 1組 1,770円
　送料660円

�
�
�

�
�
�

★今回展から実用書部の部門分けを変更しました。
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